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後期始業式校長講話                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

冬休み明けの全校集会での校長講話                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校長室 

通信 

令和７年１月１０日 

  第 ３ 号 

熊本県立熊本工業高等学校 

●後期の始業式で話したように、自ら課題を見つけ目標を設定し、その解決に向けて何が

必要なのかを考え、必要な取り組みを実践する。これを小さなステップで意識して欲し

い。 

●評価も、漠然と「できなかった」、「失敗だった」で終わるのではなく、なぜうまくいか

なかったかの原因を探り、そして同じ失敗をしないためにどうするのか考えること。 

●このことが新たな熊工として、「自ら考え自ら行動すること（能動的な行動）」に繋がる 

ものだと考えている。 

●実現のためには指示を待つのではなく、その前に自分で考え判断する力を付けること。

が大切。 

 

明けましておめでとうございます。旧年中は大変お世話になりました。 

皆様にとりまして、幸せな一年となりますことを願っております。 

年明け号の校長通信を発出します。 

 私の正月三ケ日は、元旦の実業団が競い合うニューイヤー駅伝、２日・３日には大学生

による箱根駅伝と、朝から昼過ぎまでテレビの前で長距離ランナー達の熱い戦いを見るの

が恒例となっています。社会人や大学生が１年間苦労して培ってきたものを、与えられた

場面で発揮する事の難しさを毎年感じています。長いようで短い１年という時間。自分を

律することの大切さは共通して求められているように感じます。しかし、全てにおいてう

まく事が運ぶとは限りません。全国レベルの大会ですから、全ての選手に高い志がありま

す。練習の質も高く、内容も濃いと聞いています。また、チーム内でも競争の日々です。

あの大きな舞台で走れる選手より控えの選手の方が多いのも事実です。 

しかし、たとえメンバーに選ばれなかったとしても、培った力は、考え方や振る舞いな

ど、競技以外の場面で活かされることは間違いありません。試練は自分にそれまでなかっ

たものを与えてくれます。次代を担っていく高校生が生きる力を身に付け、社会で活躍し

てくれるような取組を今後も進めていきたいと改めて感じた今年最初の３日間でした。 

講話の様子 

●さらに、自分の行動を振り返ること、そして改善していくこと。 

●そして次の動きを自ら導きだし、行動に移すことができるようになっ

て欲しい。 

●何事も、「指示待ち」や「他の人がやっているのでついて行く」のでは

なく、自らが主体的に考え能動的な行動を。 

●長期休業明けで学校生活に慣れず不安を感じている人は遠慮無く、担

任の先生など話のしやすい先生に相談を。 



最近印象に残ったこと                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２号で掲載できなかった各種大会                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 冬休み前に、１０月以降に行われた県大会上位入賞者等に対する表彰式を行いました。 

最初は２５分の予定でしたが、約４０分をかけて実施しました。全国選抜大会の県予選や 

新人戦、九州大会など運動部の活躍、土木設計競技、アイディアロボットコンテストなど 

工業の専門的競技会での上位入賞、熊本ライオンズクラブの俳句会での熊日賞の獲得など 

幅白い分野での表彰を行いました。 

 熊工生の県内だけでなく全国的な活躍に圧倒されました。毎日、勉強と部活動の両立と 

いった忙しい生活を送っていく中で、このような成績を収めてくれる熊工生は本当にすご 

い！と感じた瞬間でした。これからも精一杯応援していきたいと強く感じたところです。 

○熊本県アイディアロボット大会 

 １１月２日に本校第２体育館を会場に実施されました。本

校からは３台が出場し、次年度の全国大会の切符を２枚獲得、

１位と３位という成績でした。１位のロボットは前の週に開

催されていた全国大会で優勝候補と目されている中、マシン

トラブルで通常の動きができず悔しい思いをしていました。 

○吹奏楽部の全日本マーチングコンテスト金賞受賞及び定期演奏会 

 １１月１７日に大阪城ホールで第３７回全日本マーチングコンテストが開催されまし

た。私も吹奏楽部の生徒の演奏を見て鳥肌が立つと同時に、演奏後には自然と大きな拍手

を送っていました。部員７０余名による一糸乱れぬ演技、それぞれのキビキビとした行

進、観覧者を唸らせる演奏など最高の仕上がりでした。「金賞」の報告を聞き、これまで

本当によく頑張っていた吹奏楽部の姿が目に浮かび心から嬉しくそして誇らしく思いま

した。 

○マイコンカーラリー九州大会 

１１月２３日・２４日に大分県立大分工業高校の体

育館で開催されました。本校からは、県予選を勝ち抜い

た９台が出場しました。大会は３回のタイムトライア

ルの後、上位３２台による決勝トーナメントが行われ

ました。本校からは９台がエントリーすることができ、

１台が３位の成績を収め、今月、岐阜県可児工業高校で

開催される全国大会に出場します。 

しかし、１週間後のこの大会では見事な動きを見せ、断トツ

で優勝しました。全国大会の借りを返すための予選会でし

たが、見事なリベンジでした。来年度の福島での全国大会が

楽しみです。 
全国大会会場での様子 

スタート前の様子 



 

 

 

 

 

 

新実習棟（３号館）の引き渡し式                                      

  

 

 

 

 

 

 

おわりに                                      

いよいよ今年度も残り３ヶ月となりました。３月１日には３年生が卒業を迎えます。

残り１ヶ月の学校生活を悔いのないように過ごしてください。１，２年生は３ヶ月後

には次の学年に進級しています。高校入試など行事も多いため、すぐに４月がやって

きます。充実した高校生活となるように着実に準備をしていきましょう。 

 第２号が盛りだくさんとなってしまい、あふれる情報も多かったために年明け号と

して第３号を作成しました。できるだけ熊工の様子を保護者の皆様にお伝えしていき

たいと思いますので、今後ともどうぞよろしくお願い致します。 

 

年明け１月５日に開催された定期演奏会では、３年生最後の舞台ということもあり、

心を込めた演奏そしてマーチングが披露されました。観覧されていた方々から「感動

した」「また来年も来たい」などたくさんのお褒めと労いの言葉をいただきました。３

年生のラストを飾る素晴らしい演奏会でした。 

全日本マーチングコンテストの様子 定期演奏会の様子 

実習棟３号館テクニカルストリート 実習棟３号館（手前） 

１１月１５日、建築工事を担っていただいた株式会社建吉組と関係者の方が来校さ

れ実習棟３号館の引き渡し式を行いました。実習棟３号館は令和５年３月１日から１

年７ヶ月の工事期間を経て完成したもので、２階建て、広さは 3776.75 ㎡であり、土

木科、インテリア科が活用しています。また、１号館、２号館、機械科・情報システム

科実習棟をつないでおり、吹き抜け構造で、広さ 772.71㎡のテクニカルストリートは、

熊工の新たな動線となっています。是非、見学においでください。 

 今後は２年後の完成に向けて、４号館が建設されることになっており、現在土木科・

インテリア科の旧実習棟の解体工事が始まっています。 


